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本校では、教育活動の改善のために、教職員が前期・後期に分けて学校評価を行っております。一昨年

度から、保護者・児童アンケートも前期・後期に分けて実施し、学校評価の資料として参考にさせていた

だいております。それぞれの評価を集計いたしましたのでご報告いたします。いずれも４段階で評価して

おり、最高点が「４」となります。各項目の状況を分析し、考察を記載しております。前期の評価を基に

して、具体的な改善策を後期の教育活動に反映させてまいります。裏面には、各アンケートの小項目の数

値と、記述していただいたご意見を載せておりますので、併せてご覧ください。 

 

 

か し わ 
＜学校教育目標＞ 

○心豊かな子ども    ○考え深い子ども 

○明るく元気な子ども  ○役立つ子ども 

○実行する子ども 

□「子供の危機管理能力を向上させる取組」について
は、教員の評価は４．０Ｐ、保護者から３．５Ｐ、児童か
ら３．６Ｐと高い評価を得ることができました。今後も、
安全教育の充実を図って参ります。
■「いじめの未然防止」について、保護者の評価が
３．１Ｐと、教員や児童より低い評価でした。今後も、
組織的な対応に努めると共に保護者の思いを十分に
受け止めながら、学校側の適切な対応を実感してもら
えるよう連携を図って参ります。

□大項目平均では、教員の評価３．３Ｐ、保護者と児
童から３．４Ｐと概ね高い評価を得ることができまし
た。
■「時間外勤務の縮減」と「研修の充実による業務改
善」について、教員の評価はそれぞれ３．０Ｐとそれほ
ど高くはない。スクール・サポート・スタッフの活用や
会議等の時間削減は意識されているが、今後、更に
保護者・地域の方々の理解を得ながら、教員の業務
改善に向けた取組を推進して参ります。
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□「分かりやすい授業づくり」については、児童から
３．６Ｐの高い評価を得ることができました。今後も、
日々の指導において、定着を図る時間を十分に確保
したり、タブレット端末を活用したりするなど、学力向
上を目指した授業改善の推進に努めて参ります。
■「家庭学習等を通した基礎的・基本的事項の確実
な定着」について、教員の評価は３．１Ｐと、保護者や
児童の評価よりも高くはありませんでした。今後は、
子供たちの家庭学習の内容の向上や家庭での学習
時間（学年×１０分＋１０分）を定着させるために、家
庭との連携に一層努めながら指導して参ります。

□「特別活動の充実」については、児童から３．６Ｐ、
保護者から３．４Ｐの高い評価を得ることができまし
た。今後も、行事やかしわ会活動等を通して、児童の
意欲や自発性を高める指導に努めて参ります。
■「自己肯定感や自己有用感を高める指導」につい
て、教員の評価は全ての項目の中で一番低い評価と
なりました。今後は、道徳科の授業を要として、全教
育活動を通じて、児童に自分の良さやお互いの良さ
を認め合える指導の充実により一層努めて参ります。

□「子供の実態に応じた体力向上及び健康保持のた
めの取組」について、教員の評価は３．６Ｐ、保護者か
ら３．４Ｐ、児童から３．５Ｐと高い評価を得ることがで
きました。今後も、体育の授業やグラウンドマラソン、
縄跳びの取組を通して、体力向上に努めて参ります。
■「生活習慣の定着を図る指導と家庭との連携」につ
いて、児童自身が３．０Ｐと、教員や保護者の評価より
高くありませんでした。今後、各家庭と協力しながら、
テレビやゲーム、ユーチューブ等の利用時間を考え
た生活ができるよう、生活リズムチェックシート等を活
用した取組に工夫を加え、改善に努めて参ります。

□大項目平均では、教員の評価３．３Ｐ、保護者と児
童から３．４Ｐと概ね高い評価を得ることができまし
た。今後も、家庭や地域の方と連携し、協働した教育
活動の推進に努めて参ります。また、学校便り等を通
して、地域と共にある学校づくりの観点から、保護者
はもとより、地域の方々にも閉校や統合にかかわる
学校の様子を知っていただけるよう努めて参ります。
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＜保護者アンケートに記述していただいた保護者の皆様からのご意見等＞ 

 

（記載された内容について、個人が特定されないように掲載しております。ご了承ください。） 

保護者の皆様からのご意見等 

 

・子供も先生が大好きと言っていて、担任の先生を信頼できる環境に身をおけるということは、とて

も良いと思います。 

 

・相談等にも早く対応をしていただき、感謝しております。今後も情報を共有していけたらと思って

いますので、よろしくお願いいたします。 

 

・記名式では答えづらいため、無記名式のアンケートがあれば良かったです。 

 

 

 今後の励みとなる心温まる言葉をいただきました。これらの言葉に甘えることなく、保護者・児

童・地域との信頼関係を深めつつ、子供たちの健全な成長に向けて様々な視点から意見を交換し、

よりよい方策をもって稀府小ならではの特色ある教育活動を推進して参ります。 

中項目 NO 教 保 児

「主体的・対話的で深い学び」
を目指す授業の充実

1 3.1 3.5 3.5

学習指導 2 3.1 3.2 3.6
漢字の読み・書き、四則計算
の習得率８０％

3 3.3 3.2

学力・学習改善プランの実践 4 3.0

家庭学習の推進 5 3.1 3.4 3.5

特別支援教育の充実 6 3.6 3.3

3.2 3.3 3.5

自己肯定感や自己有用感を
高める指導

7 2.9 3.0 3.2

特別活動の充実 8 3.3 3.4 3.6

3.1 3.2 3.4
子供の実態に応じた体力向上
及び健康保持のための取組

9 3.6 3.4 3.5
学習・生活習慣の定着を図る
指導と家庭との連携

10 3.4 3.0
子供が自ら健康保持のために
活動する取組

11 3.8 3.3
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3.3

3.5

中項目 NO 教 保 児

学校運営協議会を中心にした
家庭や地域との協働

12 3.2 3.4 3.4

学校の「今」を発信する取組 13 3.3 3.3

3.3 3.4 3.4

3.4
3.6

子供の危機管理能力を向上さ
せる取組

15 4.0 3.5 3.6

3.7 3.3 3.5

子供を守る取組の推進 16 3.6 3.5

施設・設備の等の環境整備 17 3.5
緊急時における家庭への連絡
体制の整備

18 4.0
学習効果を高める教材・教具
や学習環境の整備

19 3.7 3.3
時間外勤務縮減に向けた取組
の推進

20 3.0
課題解決に向けた協働体制の
確立

21 3.6
（校内）研修の充実による業務
（授業）改善

22 3.0
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